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作業開拓・工賃向上検討委員会の活動について（中間報告）

１　検討委員会設置の経緯・目的等
　　法人内では就労継続Ｂ型事業を４事業所で行っていますが、法人内の事業所の平均工賃が県平均よりかなり低いため、作業開拓及び工賃向上に向けて法人内の各事業所及び事務局から推薦されたメンバーで検討を行うこととなり、平成２８年８月に検討委員会を設置しました。

２　平成２８年度の活動について
　　２８年度は主に事業所間の情報交換を中心に検討会議を２回実施しました。また、市の郵送物関係や公民館清掃の共同受注を受託したため、業務を通して事業所間の作業の調整等も行いました。
（1） 情報交換
・各事業所の作業、平均工賃の状況など検討会設置以前には少なかった情報交換を行いました。情報交換の結果、各事業所の作業状況や課題などをお互いに理解するとともに、工賃向上に向けて今後の共同受注や営業活動等を話し合いました。
（2） 共同受注を通しての作業の調整や連携
・２８年１２月に市の郵送物業務（約４万通）を法人として受注し、４事業所で分担して作業を行ったことで各事業所の作業の進め方や一日の可能な作業量等を把握することができました。今後の共同受注に向けて有意義な共同受注の作業であったと思われます。

３　平成２９年度の活動について
　　平成２８年度育成会としては初めて「施設サービス利用満足度アンケート」を行いましたが、その中で「施設の工賃」に対して利用者からの関心も高く、工賃向上は重要な課題であることが一層明確になりました。
　　２９年５月の検討委員会開催前後に、大量（約５０万部）の封入・封かん作業を受注する際に法人としてあらかじめ受注可能な部数を発注者に示すことができ、円滑な受注につながりました。受注後は約３か月にわたり作業に取り組みましたが、事業所の繁忙によっては、他の事業所が一部を負担するなど事業所間で業務の調整を行うことができました。
　　これまでの検討委員会の検討や法人としての取り組み、また具体的な成果や課題等は次のとおりです。
（1） 成果
・各事業所とも工賃向上に向けた取り組みを強化していますが、事業所によっては、工賃査定の方法を見直して利用者の作業や販売への意欲を高めています。また新しい作業や施設外就労に取り組み、利用者の意欲や可能性を引き出すとともに工賃向上に反映しています。
共同受注の他、各事業所での独自の取り組みや工夫などを行っており、平成２９年度は各事業所とも工賃アップが見込まれます。

（2） 課題
　　・事業所間で事情は異なりますが、販路拡大とともに、商品製造を行う事業所では、品質とともに材料費の見直しなど原価を常に意識するなど不断の取り組みが必要となっています。
　　・工賃向上の取り組みは職員のみならず、利用者及び保護者にも十分説明する必要があります。特に意欲的又は新しい作業への理解を得ることで利用者の意欲や保護者の協力につながります。
　　・請負作業のみでは工賃向上には限界があります。販売可能な事業所独自の商品を企画することが必要ですが、施設面や財政的な大きな課題もあります。

（3） 今後の工賃向上に向けた各事業所や法人への提案
　　・法人内の商品を販売できる場を設け、事業所単位でなく法人として商品を知ってもらう機会をつくりたい。
　　・法人内の施設や人の集まる場所や機会を活用して販売につなげたい。
　　・工賃向上を考える際は、年度当初に「目標工賃」をしっかり定めて、売り上げ目標や作業受託目標などを具体的に設定する必要があります。
　　・工賃向上は、今や事業所運営にも関わる重要な課題のため、施設長を含め全職員の意識改革を図るため、先駆的な事業所の取り組みなどを参考にするなど法人内で「工賃向上」の研修会やセミナーの開催を検討したい。

　　（参考）Ｂ型事業所別平均工賃額の状況（月額）　　
	
	ひまわり園
	パーク六本松
	パークつぼみ
	パーク上牟田

	27年度
	10,080円
	8,415円
	7,317円
	4,469円

	28年度
	12,477円
	13,079円
	9,500円
	6,978円

	29年度
	15,000円
	20,400円
	10,000円
	10,000円


　　備考１　27・28年度は福岡県公表の事業所別工賃実績による。
備考２　29年度は各事業所の見込みによる。　
